
 様式第１号（第８条、第９条関係）

（変更計画書）

（宛先）

　　　滋賀県知事

提出者
住所

氏名

 ・

 ・  第22条第２項において準用する

同条例第20条第４項 

１　事業所の概要

2 6 9 3

２　計画の内容

別添のとおり

注　用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とします。

事 業 者 の 住 所
(法人にあっては、主たる
事 務 所 の 所 在 地 )

（変更）

事 業 者 の 氏 名
(法人にあっては、名称
お よ び 代 表 者 の 氏 名 )

 第20条第３項

 第22条第１項

の規定に基づき、事業者行動計画を 策定

主 た る 事 業

 第20条第４項 

事業者行動計画書

計 画 の 内 容

事 業 所 の 所 在 地 滋賀県守山市三宅町３０番地

事 業 所 の 名 称 神港精機株式会社　滋賀守山工場

原油換算エネルギー使用量が、年間1,500ｷﾛﾘｯﾄﾙ以上の事業所を
県内に有する事業者

任意提出事業者

該 当 す る 事 業 者 の 要 件
従業員数が21人以上であって、エネルギー起源二酸化炭素以外の温室
効果ガス排出量が、二酸化炭素換算で年間3,000トン以上の事業所を
県内に有する事業者

兵庫県神戸市西区高塚台3丁目１番３５号

真空装置・真空機器製造業細分類番号

滋賀県低炭素社会づくりの推進に関する条例 

神港精機　株式会社　　取締役社長　眞下　忠

したので、提出します。

　　（法人にあっては、名称および代表者の氏名）

令和3年12月10日

兵庫県神戸市西区高塚台3丁目１番３５号

　　（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

神港精機　株式会社　　取締役社長　眞下　忠

　　　（代理人）滋賀守山工場長　北中　隆司

計画書規則様式第１号・基本情報



　標準様式第１号

１　計画期間

年度

２　低炭素社会づくりに係る取組に関する基本的な方針

３　低炭素社会づくりに係る取組に関する推進体制

備考　　組織図を記載し、役割分担および責任者の役職を記入してください。

※環境マネジメントシステムの適用範囲
適用事業所：滋賀守山工場
適用事業：真空装置事業・真空ポンプ事業・光学機器事業

（第１面）

計 画 期 間 2021 年度 　～ 2026

方針・体制

滋賀守山工場

工場長

各課環境委員

環境委員会

環境管理責任者

安全衛生委員会

工場長は、工場全体における環境管理の総責任者である。

工場長は、環境管理責任者を任命する。

環境管理責任者は、環境委員会の開催や環境問題に関連する業務の推進・統括

を行う。



４　これまでに取り組んできた低炭素社会づくりに係る取組

弊社はISO14001を2005年に本社・神戸工場、2006年に滋賀守山工場で取得しており、環境マネジメン
トシステムを構築し、以下のような取組みをしてきました。

2019年4月：工場（3号棟屋根）断熱塗装の実施による工場内の空調効率の改善
2019年12月：工場（2号棟技術室、3号棟技術室）省エネタイプの空調機の更新による空調効率の改善
2019年12月：メイン道路外灯をLEDタイプに更新
2020年2月：工場（2号棟技術室、3号棟技術室）の窓やサッシを断熱性能の高いものに交換し空調効率
の改善
2020年4月：工場（1号棟屋根）断熱塗装の実施による工場内の空調効率の改善
2020年12月：工場（2号棟ポンプ組立場、機械場）照明をLEDタイプに更新
2021年3月：厚生棟避難口誘導灯をLEDタイプに更新

（第２面）



５　自らの温室効果ガス排出量の削減に向けた取組

（１）エネルギー起源CO2排出量の削減に向けた取組の内容等

（２）エネルギー起源CO2以外の温室効果ガス排出量の削減に向けた取組の内容等

（３）上記の取組により達成しようとする目標および目標設定の考え方

（第３面）

3
設備導入
対策

5

4
設備導入
対策

取組の内容

1 運用対策

上記の取組等により、2013年度を基準年度とし、以下の数値目標の達成を目指します。
　

　温室効果ガス排出量はエネルギーの使用量に影響を受けるため、
　温室効果ガス排出量/売上高を計算式とする原単位での目標を設定しました。

取組項目
実　　施

スケジュール

2
設備導入
対策

3

6

7

2

1 該当なし

8

デマンド監視システムによる節電対策

2022年度～

取組の内容

守衛室断熱塗装に実施による室内の空調効率の改善

温室効果ガス
の種類

厚生棟の照明をLEDタイプに更新

２号棟VP組立場MB室　省エネタイプの空調機の更新による空調効率の改
善

2021年度～

2022年度～

2022年度～

実　　施
スケジュール

自社取組



６　事業活動を通じた他者の温室効果ガスの排出削減により低炭素社会づくりに貢献する取組

（１）取組の内容等

（２）上記の取組により達成しようとする目標および目標設定の考え方

【目標】：
低電力の省エネポンプ、オイル使用料を低減したドライポンプ、低摩擦抵抗の成膜装置他脱炭素につながる
製品の生産、拡販による貢献を推進する。
【目標の考え方】
　真空ポンプにおいては、食品、医薬品、半導体、電子部品、一般工業製品などあらゆる産業に広く用いられ
ています。省電力やオイルの削減等を行うことで環境負荷を低減しています。
　真空装置においては、太陽電池の主力部品の製造工程や自動車の燃費向上につながるエンジン部品の
表面処理やハイブリッド車の部品の金型製造、スマートフォンの部品の製造工程などあらゆる産業に用いられ
ています。取引企業は半導体関連、医療、自動車、エネルギー産業など多岐にわたり、成長分野に合わせた
装置を開発・製造することで事業を展開しています。
　
ここ数年は地球環境の改善に役立つエネルギー産業や半導体業界の売上ウエイトが高くなってきており、間
接的ではあるが、脱炭素社会の形成に必要な技術を同社の技術が支えています。

　弊社はあらゆる産業で使用される真空ポンプ・装置の開発・製造・販売をしています。
　真空ポンプにおいては、真空ポンプ能力の効率化を計り、従来製品よりモータ出力を小さくしたポンプを
生産し、省電力化を行います。また、オイルの使用を少なくした、ドライポンプを生産し、廃棄オイルの削減
を行います。省電力化や廃棄オイル処理における温室効果ガスの削減に貢献するものです。
　真空装置においては、低摩擦抵抗（DLC膜）の成膜装置を生産し、自動車の駆動系にコーティングするこ
とで駆動エネルギーの伝達効率を高め、燃料や電力の消費を低減し、温室効果ガスの削減に貢献するも
のです。本計画期間において、上記の製品の拡販を通じて、低炭素社会づくりに貢献するものです。

（第４面）


